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表紙――― 輌の浦。湾の対岸から「常夜燈」を望む

裏表紙一― 輌の浦の新たな拠点「御舟宿いろは」

(関連言己事:p26)photo:伊 奈英次

都 市 彩 譜 ま ち の い ろ ど り の ふ
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贔

ろで、景観、風土、歴史、ふるさと性、そして親密な人間関係……、こうした町にとって必要なものを、建築や

都市を専門にするある写真家は、彩譜 (いろどりのふ)と名付けた。彩譜とは、都市における欧目的資産」とそのマネージ

メントと読み替えることは可能だろう。彩譜は、また、懐かしさであり、情緒であり、ぬくもりといつた心的現象の総和であ

り、その創出という意味も含まれているように思う。問われているのは、こころの問題だ。いち早く欧目的資産」の重要さに

気づき、まちづくりに活かそうとしている地域を訪ね、そのさまざまな彩譜のあり方、こころの風景を探り出す。

ph010:伊奈英次「革丙の浦、寺町通りにて」(関連記事:p26)


